









































これまで線形理論ベース CFD、メッシュベース CFD、メッシュフリーCFD が振動水柱型
波力発電装置の性能解析に利用されてきた。本研究では、グリッド作成の必要がなく、気液
二相流の取扱が容易、かつ強非線形現象へのロバスト性があるメッシュフリーに着目し、そ












































































































のモデル化および開発モデルについて説明がなされた。また、第 2 章および第 3 章におけ
る各種検証計算により物理現象の再現に関する妥当性が示された。さらに第 4 章では本手
法の振動水柱型波力発電装置の波浪中応答解析への適用性が十分にあることが明らかにさ
れた。一方で今後も継続して改良を行っていく必要がある。例えば、計算コストを抑えつつ
構造体近傍での空間解像度を向上させるための可変解像度アルゴリズムの導入や、カーテ
ンウォール近傍での渦放出をより詳細に評価するための乱流モデルの導入が考えられる。
また、MPS法では計算領域を正方格子状に並べた粒子で表現するため滑らかな曲面を持っ
た境界の再現が困難である。今後、より空気室や構造体の設計パラメータの自由度を高める
ために計算領域のより柔軟な生成手法が必要になると考えられる。 
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